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1. はじめに 

塩害環境下におけるコンクリート中の鉄筋腐食を予

測するためには，外部から供給された塩化物イオンが

鉄筋に到達するまでの浸透予測が重要となる．コンク

リートの水分状態の違いで塩化物イオンの浸透速度が

異なることが分かっており，小池ら 1)により飽和度の異

なるモルタルに対して塩化物イオンの浸透性状に関す

る研究が行われている． 

本研究では，基礎的データの蓄積を目的として，飽和

度の異なるモルタル供試体とセメントペースト供試体

について塩分浸透試験を行った． 

2. 実験概要 

普通ポルトランドセメントを使用し，40×40×160 ㎜

の角柱供試体を表－1に示す配合で作製した．脱型後に

28 日間の水中養生を行い，目標とする初期含水状態に

したうえで，濃度 10％の塩化ナトリウム水溶液に沈め

て浸透試験を開始した（図－1）．実験条件は，水セメン

ト比を 40％および 60％，初期含水状態を飽和および絶

乾状態（110℃恒量），浸漬期間を 28 日および 56 日とし

た．また，浸透面以外の面はエポキシ樹脂で塗装を行っ

た．浸透試験終了後，供試体を 10 ㎜ごとに切断・粉砕

して JIS A 1154 に準拠して硝酸銀滴定を行い，1 層ごと

の全塩化物イオン量を算出した．また，110℃乾燥前後

の質量を測定して飽和度を求めた． 

3. 実験結果 

3.1 飽和状態から浸透試験を開始した場合 

 初期含水状態を飽和状態として浸透を開始した場合

について，供試体内部の飽和度分布，全塩化物イオン量

分布を図－2に示す．セメントペースト供試体について

は，モルタル供試体のペースト量と同量になるように

全塩化物イオン量の補正を行った．全塩化物イオン量

分布より，浸透面から離れるにつれて全塩化物イオン

量が減少しており，実測値は Fick の法則に従い拡散現

象が支配的であることが確認できる．また，水セメント

比 60％の方が若干ではあるが供試体深部まで塩化物イ

オンが浸透していることが分かる．水セメント比の違

いによって緻密さが異なり，浸透深さに違いが生じた

と考えられる．浸漬期間 28 日と 56 日では，全塩化物

イオン量分布に大きな違いはないが，モルタルの水セ

メント比 40％の場合に浸漬期間 56 日の浸透面付近の

全塩化物イオン量が大きいことが確認できる．従って，

供試体表層に塩化物イオンの固定化が生じたと考えら

れる．モルタル供試体とセメントペースト供試体では，

モルタル供試体の方が浸透面付近の全塩化物イオン量

が大きく，空隙構造の影響が現れたと推測される． 

3.2 絶乾状態から浸透試験を開始した場合 

初期含水状態を絶乾状態として浸透を開始した場合

について，供試体内部の飽和度分布，全塩化物イオン量

分布を図－3に示す．飽和度分布より，乾燥した供試体

に浸透面から水分が一気に浸透する吸水が発生し，供

試体の深部に向かって飽和度が上昇していることが確

表－1 供試体配合 

供
試
体 

W/C 

(%) 
ペースト

容積比 
s/c 

単位量(㎏/m³) 

W C S 

モ
ル
タ
ル 

40 0.50 1.9 279 697 1305 

60 0.42 3.3 281 469 1488 

セ
メ
ン
ト

ペ
ー
ス
ト 

40 - - 558 1394 - 

60 - - 654 1090 - 

 
図－1 浸透試験概要図 
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認できる．また，浸透面から 100 ㎜付近では，飽和度が

急激に低下する気液界面が生じている．全塩化物イオ

ン量分布では，供試体中ほどまでは吸水により全塩化

物イオン量が大きい一方で，気液界面が発生した位置

で全塩化物イオン量が減少しており，水分の移動に伴

って塩化物イオンが運ばれる移流現象の影響が大きい

ことが確認できた．セメントペースト供試体と比較す

ると，モルタル供試体の方が全塩化物イオン量が大き

い傾向にあることが確認できる．一方，水セメント比

60％の結果では，セメントペースト供試体の方がより

深くまで塩化物イオンが入り込んでおり，モルタルと

セメントペーストの浸透性状の違いは固定化の影響も

受けていると考えられる．傾向をより明確に把握する

には，浸漬期間の長い試験を実施する必要がある． 

4. まとめ 

(1) 既往の研究と同様に，飽和状態から浸透試験を開

始した場合は拡散現象が支配的であり，絶乾状態

から浸透試験を開始した場合は移流現象の影響が

大きいことが確認できた． 

(2) 水セメント比の違い，およびモルタル供試体とセ

メントペースト供試体の浸透性状の違いには，表

層付近の塩化物イオンの固定化も影響していると

考えられる． 
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図－2 飽和度分布，全塩化物イオン量分布（飽和状態から浸透試験を開始した場合） 

 

図－3 飽和度分布，全塩化物イオン量分布（絶乾状態から浸透試験を開始した場合） 
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